
平成22年度地域福祉活動推進支援事業 

事業所パワーＵＰセミナー 
～つながる生まれるＣＳＲ vol.1～ 

日にち：平成 22 年 6月 10日 (木)  

時 間：午後6時00分～8時00分 

場 所：嬉野社会福祉センター 
      住所：松阪市嬉野権現前町423－9 
      ＴＥＬ：0598-42-2718   

講 師：料亭久里川 支配人  森 浩昭 氏 
     （詳しいプロフィールは裏面） 

参加費：無 料 

申込締切：6月4日（金） 

申込方法：ＴＥＬ・ＦＡＸもしくはE-mailで 

      昨今、不況のあおりを受け、障がい者福祉施設における企業からの下請け作業は減少 

      傾向にある一方、障害者自立支援法の施行により、障害福祉サービスを利用する負担 

    は増加しています。そのため、これまでも行ってきた自主製品販売など、事業所が持つマ

ンパワーを利用・強化し、商品としての魅力や販路を拡大することが求められますが、これまでの

体質から抜け切れず、売り上げを上げるための手法や新たな製品製作に取り組みにくいのが現状で

す。 

 収益をあげるためには何が必要なのでしょう？「買いたい」「支援したい」と思わせる団体や製

品にはどんな特徴があるのでしょう？ 

 今回は、企業人としての視点から福祉作業所の物づくりや販売のあり方を改革し、福祉団体・行

政機関・企業をつなぐコーディネーターとして広島を中心にご活躍の料亭久里川支配人 森浩昭氏

を講師にお招きし、その手法について学びます。 

 また、当日は企業の方々にも「地域との連携」「社会貢献」の観点から、企業として関わるきっ

かけになればと参加を呼びかけています。 

 多数のご参加をお待ちしています！ 

 松阪市嬉野 

地域振興局 

 嬉野 

保健センター 

 嬉野 

ふるさと会館 

 

  

 図書館 

  

  

至 伊勢中川駅 

池 

【お申込・お問い合わせ先】 
社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会 

〒515-0073  三重県松阪市殿町1360-16   
T E L ：0598（21）1487 ／ F A X ：0598（23）3359 
E-mail ：chiikifukushi@matsusakawel.com  
H    P ：http://matsusakawel.com 

主催：松阪市社会福祉協議会 
後援：松阪商工会議所 ／  松阪北部商工会 ／ 松阪西部商工会 

 ●CSRとは 
 ・Corporate Social Responsibility 

 ・企業の社会的責任・信頼度 
 ・企業が社会から事業活動に必要な経営資源
（人材・資材・資金など）を調達し、その経営資源を
使って、製品やサービスを社会に提供することなどの
事業活動を行うこと 

嬉野社会福祉センター 



森 浩昭氏 プロフィール 
料亭久里川支配人。「僕らのアトリエ」販売店代表、「福祉を語る会」世話人、社団法人広

島県就労振興センター理事、障害者経済的自立支援モデル事業経営検討会議委員。 

福祉作業所の製品を企業の店頭で販売する活動「僕らのアトリエ」をボランティアとして広

める。広島市内を中心に17店舗で製作品を販売。売り上げは全額施設に還元され、心身障害

者自立資金の一部に充てられる。近年は、企業や行政と連携した販売支援を中心に活動。 

2006年読売プルデンシャル福祉文化賞大賞受賞。2007年精神障害者自立支援活動賞（リリー賞）受賞。2008

年広島市民表彰（市民賞）受賞。 

「僕らのアトリエ」ホームページ http://www.kurikawa.com/bokuranoatorie.html 

＜経歴・職歴＞ 
1962年広島生まれ。大学卒業後、東京の機械メーカー勤務を経て、実家の料亭に就職。93年、「僕らのアト

リエ」を開始。2002年に広島大学「地域貢献研究課題」に採択され、医学部・教育学部・総合科学部と共同

研究。04年に初めて広島県本庁舎内で作業所製品を販売。後に広島市本庁舎販売へ。同年県庁内に「障害者

の経済的自立支援に関する検討会」（県福祉保健部長主宰）、福祉関係者の異業種交流会「福祉を語る会」

を発足。05年県立広島大学「地域課題解決研究」に採択され、経営情報学部と共同研究。翌06年に広島県庁

人権施策室の依頼で県特別番組「自分らしく生きるために」を企画制作する。行政や企業と障害者作業所と

の連携を数多くコーディネートしている。 

≪事業所パワーＵＰセミナー 参加申込書≫ 

＜当日の参考にさせていただきたく、該当するものがあればご記入をお願いします＞ 

①あなたの団体・事業所で販売している製品にはどのようなものがありますか？ 

 

 

 

②製品企画や販売で工夫していることは何ですか？ 

 

 

 

 

 

③製品企画や販売についての課題・悩みがあればご記入ください。 

ＴＥＬ：０５９８－２１－１４８７       ＦＡＸ：０５９８－２３－３３５９ 

事業所名  

参 

加 

者 

役職等 お名前  

ご住所 〒   

    

ＴＥＬ    

ＦＡＸ    

E-mail    

 

 



日にち：平成 22 年 6月 10日 (木)  

時 間：午後6時00分～8時00分 

場 所：嬉野社会福祉センター 
      住所：松阪市嬉野権現前町423－9 
      ＴＥＬ：0598-42-2718   

講 師：料亭久里川 支配人  森 浩昭 氏 
     （詳しいプロフィールは裏面） 

参加費：無 料 

申込締切：6月4日（金） 

申込方法：ＴＥＬ・ＦＡＸもしくはE-mailで 
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至 伊勢中川駅 
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嬉野社会福祉センター 

       ＣＳＲとは、企業の規模に関わらずに、その企業が持つ“強み”を生かして、企業 

      も地域の仲間として関わり、「社会貢献」などを推進する、市民や地域に理解され愛 

     されるための活動です。しかしながら、ＣＳＲ活動をしたくても、何ができるのか、何 

    をすればいいのか、そのとっかかりがわからないということはありませんか？ 

 例えば現在、障がい者福祉施設においては、障害者自立支援法の施行により障害福祉サービスを

利用する負担が増加しているにも関わらず、企業からの下請け作業の減少に伴い、ひとりひとりの

収入は減っています。そのため、これまでも行ってきた自主製品販売を見直し、事業所が持つマン

パワーを利用・強化し、収益をあげることが求められています。 

 そこで今回は、そのような事業所が売り上げを上げるための手法や新たな製品製作に取り組む

きっかけとして、「買いたい」「支援したい」と思わせる魅力ある商品や販路の拡大方法につい

て、広島を中心に企業人としての視点から福祉作業所の物づくりや販売のあり方を改革しておられ

る、料亭久里川支配人 森浩昭氏を講師にお招きし、その手法について学びます。 

 もしかしたら、企業が“不要”だと廃棄していたものが、実は自主製品販売に活かせるものかも

しれません。廃棄が社会貢献に、不要なモノが価値あるモノになるかもしれません。win-winの関

係となるＣＳＲ活動のきっかけにぜひご参加ください。 

平成22年度地域福祉活動推進支援事業 

事業所パワーＵＰセミナー 
～つながる生まれるＣＳＲ vol.1～ 

 

【お申込・お問い合わせ先】 
社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会 

〒515-0073  三重県松阪市殿町1360-16   
T E L ：0598（21）1487 ／ F A X ：0598（23）3359 
E-mail ：chiikifukushi@matsusakawel.com  
H    P ：http://matsusakawel.com 

主催：松阪市社会福祉協議会 
後援：松阪商工会議所 ／  松阪北部商工会 ／ 松阪西部商工会 

 ●CSRとは 
 ・Corporate Social Responsibility 

 ・企業の社会的責任・信頼度 
 ・企業が社会から事業活動に必要な経営資源
（人材・資材・資金など）を調達し、その経営資源を
使って、製品やサービスを社会に提供することなどの
事業活動を行うこと 



ＴＥＬ：０５９８－２１－１４８７       ＦＡＸ：０５９８－２３－３３５９ 

森 浩昭氏 プロフィール 
料亭久里川支配人。「僕らのアトリエ」販売店代表、「福祉を語る会」世話人、社団法人広

島県就労振興センター理事、障害者経済的自立支援モデル事業経営検討会議委員。 

福祉作業所の製品を企業の店頭で販売する活動「僕らのアトリエ」をボランティアとして広

める。広島市内を中心に17店舗で製作品を販売。売り上げは全額施設に還元され、心身障害

者自立資金の一部に充てられる。近年は、企業や行政と連携した販売支援を中心に活動。 

2006年読売プルデンシャル福祉文化賞大賞受賞。2007年精神障害者自立支援活動賞（リリー賞）受賞。2008

年広島市民表彰（市民賞）受賞。 

「僕らのアトリエ」ホームページ http://www.kurikawa.com/bokuranoatorie.html 

＜経歴・職歴＞ 
1962年広島生まれ。大学卒業後、東京の機械メーカー勤務を経て、実家の料亭に就職。93年、「僕らのアト

リエ」を開始。2002年に広島大学「地域貢献研究課題」に採択され、医学部・教育学部・総合科学部と共同

研究。04年に初めて広島県本庁舎内で作業所製品を販売。後に広島市本庁舎販売へ。同年県庁内に「障害者

の経済的自立支援に関する検討会」（県福祉保健部長主宰）、福祉関係者の異業種交流会「福祉を語る会」

を発足。05年県立広島大学「地域課題解決研究」に採択され、経営情報学部と共同研究。翌06年に広島県庁

人権施策室の依頼で県特別番組「自分らしく生きるために」を企画制作する。行政や企業と障害者作業所と

の連携を数多くコーディネートしている。 

≪地域でＣＳＲをすすめるためのセミナー 参加申込書≫ 

＜当日の参考にさせていただきたく、該当するものがあればご記入をお願いします＞ 

①現在、御社で取り組まれているＣＳＲ活動はどのようなものがありますか？ 

 

 

 

②御社において廃棄しているモノ（及び量）はどのようなものがありますか？ 

 

 

 

 

 

③ＣＳＲ活動の疑問・悩みがあればご記入ください。 

ＴＥＬ：０５９８－２１－１４８７       ＦＡＸ：０５９８－２３－３３５９ 
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参 

加 

者 

役職等 お名前  

ご住所 〒   

    

ＴＥＬ    

ＦＡＸ    

E-mail    

 

 




